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□
・・・本
文
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（本
テ
キ
ス
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は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
を
も
と
に
作
成
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『埼
玉
叢
書 

第
２
巻
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よ
り
補
完
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変
体
仮
名
は
平
仮
名
で
表
記
。 

異
体
字
表
記
は
、
常
用
漢
字
に
変
換
し
て
い
る
箇
所
あ
り
。 
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川
越
大
意 

抑
當
所
は
國
の
中
央
に
し
て
入
間
郡
山
田
庄
三
芳
野
の
里
川
越
と
い
へ
り
。
東
都
武
陽
城
も
遠
か
ら
ず
し
て
山
海
程

よ
く
隔
り
、
土
地
高
く
海
路
遙
な
れ
ば
洪
水
浪
波
の
愁
も
な
く
、
東
北
西
の
三
方
は
田
面
に
し
て
沿1

川
用
水
其
自
由

あ
し
か
ら
ず
。
南
は
平
陸
原
頭
に
し
て
松
柏
眇
々
た
り
、
城
外
の
町
屋
は
竪
横
に
軒
を
な
ら
べ
繁
花
最
上
の
當
地
な

り
。
倩
神
代
鷲
宮
明
神
太
刀
と
琴
と
を
持
て
女
神
男
神
相
供
に
川
を
渡
り
た
る
由
緒
有
に
よ
り
所
の
名
と
す
、
委
く

天
神
縁
起
に
有
。
最
明
寺
殿
人
國
の
記
に
當
國
の
風
俗
は
活
達
に
し
て
氣
ひ
ろ
し
と
い
へ
り
。
按
に
當
所
は
西
に
山
深

く
東
に
江
海
を
受
廣
大
の
地
也
、
上
古
武
藏
野
と
て
廣
原
相
續
て
自
人
の
心
も
活
氣
也
、
今
武
陽
の
大
城
有
て
諸
國

都
會
の
地
な
れ
ば
庶
民
皆
善
に
習
ひ
又
奢
美
の
風
益
長
せ
り
。
秩
父
山
中
の
ご
と
き
は
木
質
の
古
俗
也
、
熊
谷
鴻
巢

の
邊
は
上
州
の
風
に
習
ひ
寒
暑
中
正
の
内
餘
寒
猶
多
し
。
世
諺
に
云
入
間
や
ふ
と
云
事
有
、
嬉
敷
を
悲
し
き
と
い
ふ

あ
つ
き
を
さ
む
き
と
表
う
ら
に
い
ひ
な
し
た
る
こ
と
木
質
の
古
俗
と
有
は
か
や
う
の
事
な
ら
ん
。
今
は
古
實
し
り
た

る
人
も
な
し
、
宗
祇
抄
に
云
入
間
の
里
は
小
川
と
云
所
に
あ
る
よ
し
。 

入
間
川
と
云
は
入
間
郡
に
有
る
川
也
。
其
水
源
は
秩
父
山
中
よ
り
流
れ
出
、
末
荒
川
と
ひ
と
つ
な
が
れ
と
な
り
浅
草

川
へ
落
る
川
の
西
は
高
麗
郡
な
り
。 

三
芳
野
の
里
は
大
和
丹
波
武
藏
に
同
名
有
、
名
所
記
に
田
能
武
の
里
、
多
能
武
の
澤
皆
武
藏
に
有 

夫 

木   

今
こ
む
と
秋
を
た
の
む
の
里
人
に
待
か
ひ
あ
れ
や
初
雁
の
聲  

 
 

俊
平 

新
古
今  

忘
る
な
よ
た
の
む
の
澤
に
立
雁
も
稲
葉
の
風
の
秋
の
夕
暮 

  
 
  

攝
政 

さ
り
共
と
た
の
む
の
雁
も
賴
に
て
入
間
の
里
に
け
ふ
そ
入
ぬ
る 

 
 

俊
成 

堯
惠
法
師
武
藏
國
に
て
文
明
十
九
年
正
月
五
日
立
春
に
、 

春
は
今
立
と
も
い
は
し
武
藏
野
や
霞
山
な
き
三
芳
の
ゝ
里 

其
外
伊
勢
物
語
に
我
方
に
寄
る
と
な
く
な
る
三
芳
野
の
た
の
む
の
か
り
な
と
ゝ
よ
め
る
も
此
所
な
り
や
。 

當
所
の
詞
つ
か
ひ 

 

物
の
お
ふ
き
を
ゑ
ら
ひ
と
云 

 

す
く
な
き
事
を
す
け
な
い
と
云 

 

で
の
有
を
む
せ
い
と
云 

 
 
 
 

て
の
な
き
を
あ
つ
け
な
い
と
云 

 

わ
か
い
と
云
を
い
し
い
と
云 

 

お
ち
た
を
お
て
た
と
云 

濁
言
の
類
限
な
し
依
て
其
一
二
を
し
る
し
て
余
は
省
略
、
其
詞
俗
言
に
し
て
俗
語
に
あ
ら
ず
片
言
に
似
て
髣
髴
た

り
、
當
時
繁
花
に
習
ひ
城
下
町
方
の
詞
に
は
稀
な
れ
共
今
以
て
在
家
は
此
ご
と
し
。
凡
當
所
の
土
地
に
て
は
万
木
千

草
生
せ
す
と
い
ふ
事
な
く
、
米
は
尾
州
に
類
し
麵
類
殊
に
勝
れ
た
り
。
中
に
も
索
麪
を
以
て
上
品
と
す
、
熟
瓜
名
産
の

                                        

          

 
1 

さ
ん
ず
い
に
九
に
口 
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（
顯
定
） 

地
也
。
是
よ
り
南
三
里
か
程
武
藏
野
の
邊
に
作
れ
り
、
中
に
も
赤
坂
松
原
邊
の
瓜
は
わ
け
て
甘
味
に
し
て
城
下
東
都

へ
も
出
す
、
年
々
索
麪
、
熟
瓜
は
献
覽
も
有
、
其
外
菓
物
野
菜
四
季
共
に
不
足
な
き
所
也
。 

南
は
仙
波
新
田
杉
並
入
口
よ
り
北
五
ヶ
村
松
山
海
道
出
口
迄
廿
五
丁
余
、 

東
は
淸
水
御
門
の
邊
よ
り
西
御
茶
屋
下
三
股
の
邊
迄
十
五
丁
余
、 

西
丸
馬
出
し
よ
り
高
澤
町
木
戸
際
迄
三
丁
三
十
九
間
四
尺
、 

下
町
木
戸
際
よ
り
下
松
郷
境
ま
で
十
丁
廿
間
余 

（「
城
築
の
記
」、「
八
幡
宮
鐵
砲
場
」
、「
城
主
の
記
」
は
省
略
） 

古
戦
之
記 

文
明
十
戊
戌
年
江
戸
の
城
を
太
田
道
灌
築
。
代
主
太
田
源
六
郎
康
資
、
同
十
八
年
城
を
捨
て
出
奔
。
定
正
の
命
に
て
曾

我
豊
後
守
レ

之
、
其
後
曾
我
兵
庫
助
代
主
。
主
將
扇
谷
定
正
大
庭
居
城
。 

明
應
二
丑
年
十
月
五
日
定
正
大
庭
の
城
に
て
卒
、
嫡
朝
良
継
レ

之
、
金
沢
松
山
江
戸
川
越
の
城
主
。 

永
正
元
甲
子
年
九
月
廿
七
日
山
内
定
憲
と
扇
谷
朝
良
武
州
立
河
原
に
て
合
戦
、
朝
良
敗
し
て
川
越
の
城
に
入
る
。
同

十
月
三
日
顯
定
父
子
朝
良
を
襲
て
川
越
の
城
を
囲
む
。 

同
二
年
江
戸
代
主
曾
我
兵
庫
助
是
を
扱
ひ
両
家
和
平
。 

大
永
四
申
年
正
月
十
三
日
北
條
氏
綱
一
万
五
千
の
兵
卒
に
て
品
川
高
輪
原
出
張
、
扇
谷
朝
興
朝
良
甥 

八
千
の
兵
を
以

て
防
戦
、
朝
興
負
て
江
戸
の
城
に
入
、
氏
綱
襲
て
責
る
。
朝
興
迯
て
川
越
の
城
に
入
、
此
時
毛
呂
太
郎
、
岡
本
將
監
、
北

條
方
に
降
、
氏
綱
遠
山
四
郎
左
衛
門
直
景
を
以
て
江
戸
の
城
を
守
。 

享
祿
三
寅
年
六
月
十
二
日
朝
興
難
波
田
弾
正
上
田
藏
人
兵
卒
五
百
を
以
て
府
中
に
て
氏
康
と
戦
、
朝
興
負
て
川
越
へ

敗
し
帰
る
。 

天
文
六
酉
年
四
月
廿
日
朝
興
川
越
に
お
い
て
卒
、
嫡
五
郎
朝
定
継
レ

之
十
三
歳
、
川
越
松
山
の
城
主
。
同
七
月
十
一
日

氏
綱
七
千
の
兵
卒
に
て
川
越
を
囲
、
上
杉
左
近
朝
成
曾
我
丹
波
等
二
千
余
に
て
防
戦
上
杉
方
負
て
朝
成
虜
と
な
る
。

主
將
朝
定
松
山
の
城
へ
引
退
く
、
是
よ
り
氏
綱
川
越
を
領
し
て
家
臣
北
條
左
衛
門
大
夫
綱
成
川
越
の
代
主
。
同
十
八

日
氏
綱
松
山
の
城
を
襲
難
波
田
弾
正
城
を
出
て
北
條
方
山
中
主
膳
と
戦
。 

同
十
四
巳
年
九
月
廿
六
日
山
内
憲
政
八
万
余
の
兵
卒
に
て
川
越
の
城
を
囲
む
、
代
主
左
衛
門
大
夫
三
千
の
卒
に
て
堅

固
に
是
を
守
。 

同
十
五
午
年
四
月
廿
日
の
夜
北
條
氏
康
八
千
の
兵
卒
に
て
上
杉
八
万
を
切
崩
す
、
副
将
扇
谷
朝
定
討
死
、
難
波
田
弾

正
燈
明
寺
口
古
井
に
落
ち
て
死
す
。
同
甥
隼
人
、
小
野
因
幡
以
下
管
領
方
討
死
一
万
余
、
大
永
四
年
よ
り
戦
始
て
十

三
度
に
及
び
上
杉
方
終
に
打
負
た
り
、
世
に
是
を
川
越
夜
戦
と
云
。 
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永
祿
四
酉
年
氏
康
下
知
と
し
て
川
越
の
庄
網
代
郷
を
小
倉
内
蔵
助
に
あ
と
ふ
、
去
冬
よ
り
籠
城
の
功
に
寄
る
と
云
。 

同
五
年
三
月
四
日
氏
康
松
山
の
城
を
責
落
、
是
よ
り
し
て
武
州
一
圓
北
條
の
幕
下
と
な
れ
り
。 

御
高
札
の
場 

本
町
四
辻
の
所 
世
俗
札
辻
と
云 

高
沢
橋
詰
、
下
町
橋
詰
、
下
松
江
末 

五
丁
町
市
の
場 

上
五
丁
町
斗 

 
 
 
 
 
 
 

上
松
郷
町
一
年
両
度 

 

七
塚
稲
荷
社
の
地 

行
傳
寺
境
内
、
東
明
寺
境
内
、
太
陽
寺
氏
屋
敷
内
、
高
澤
町
末
的
場
、
村
岡
金
藏
跡
屋
敷
内
、
村
岡
彌
五
兵
衛
屋
敷

内
、
本
町
榎
本
彌
惣
左
衛
門
屋
敷
内
。 

十
丁
町
の
場 

本
町 

江
戸
町 

高
澤
町 

南
町 

北
町 

是
を
上
五
丁
町
と
云
。 

鍛
冶
町 

鴫
町 

上
松
江
町 

多
賀
町 

下
町 

是
を
下
五
丁
町
と
云
。 

此
外
は
郷
分
に
屬
し
て
町
並
に
か
ゝ
わ
ら
ず
、
中
古
以
来
其
義
な
く
委
し
く
末
に
記
す
。 

 

川
越
町
年
寄 

加
茂
下
與
一
左
衛
門 

本
町
。 

水
村
甚
左
衛
門 

高
澤
町
。 

同
町
名
主 

本
町 

河
野
淸
左
衛
門
、
南
町 

井
上
徳
右
衛
門
、
北
町 

水
村
與
衛
門
、
高
澤
町 

井
上
權
兵
衛
、
江
戸
町 

次
原
新
兵

衛
、
多
賀
町 

石
山
勘
左
衛
門
、
鴫
町 

進
藤
五
左
衛
門
、
鍛
冶
町 

星
野
四
郎
治
、
上
松
江
町 

岩
崎
甚
兵
衛
、
下
町 

三
名
部
忠
兵
衛 

町
方
草
分
之
者 

加
茂
下
與
一
右
衛
門
、
次
原
新
兵
衛
、
鈴
木
彌
兵
衛 

當
時
田
舎
に
居
住 

 
 

川
越
町
割
の
節
各
廿
八
軒
宛
下
し
給
ふ
、
大
方
断
絶
し
て
今
三
人
而
已
残
れ
り
。 

草
分
後
古
代
の
者 

榎
本
彌
左
衛
門 

本
町
、
河
野
淸
左
衛
門 

本
町
、
三
野
島
長
右
衛
門 

本
町
、
井
上
權
兵
衛 

高
澤
町
、
水
村
甚
左
衛
門 

高

澤
町
、
渡
部
善
左
衛
門 

高
澤
町
、
門
谷
六
郎
左
衛
門 

北
町
、
間
坂
八
兵
衛 

北
町
、
渡
部
久
右
衛
門 

江
戸
町
、
近
藤
忠
右

衛
門 

鴫
町
、
藤
野
勘
左
衛
門 

鴫
町
、
渡
部
善
左
衛
門 

鴫
町
、
岡
崎
五
郎
右
衛
門 

多
賀
町
、
石
山
勘
左
衛
門 

多
賀
町
、

岩
崎
甚
兵
衛 

上
松
江
町
、
加
藤
甚
兵
衛 

鍛
冶
町
、
藤
田
助
右
衛
門 

江
戸
町
。 

年
行
事 

毎
月
九
齊 

順
廻
り
二
六
九 

五
月
四
日 

十
二
月
廿
四
日 
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正
月
元
日
屋
敷
町
方
年
禮
、
三
日
仙
波
大
師
祭 

 
 
 
 
 
 
 
 

四
日
よ
り
寺
社
山
伏
年
禮
、
六
日
年
越
祝2

、

七
日
七
種
祝 

若
菜
七
種
は
宇
多
天
皇
よ
り
始 

此
比
よ
り
萬
歳
大
黒
舞
来
、
八
日
仙
波
本
地
堂
大
盤
若 

四
節
斗
、
月
並

薬
師
祭
、
十
四
日
屋
敷
町
方
け
つ
り
掛
と
し
越
祝
蚕
玉
と
て
團
子
を
木
の
枝
に
付
て
家
殊
に
軒
に
さ
す
、
十
五
日
小

豆
粥
祝 

蚕
室
の
地
神
祭
々
例 

鎭
守
氷
川
祭
、
十
六
日
焔
魔
祭 

仙
波
猪
花
町
、
東
照
宮
御
靈
屋
祭
、
十
七
日
御
靈
屋
御

忌
日
、
十
八
日
月
並
大
師
祭
、
廿
日
町
在
惠
比
須
講
祝
、
廿
四
日
仙
波
愛
宕
祭
、
廿
五
日
御
城
内
天
神
祭
。 

二
月
二
日
町
在
男
女
出
か
わ
り
、
初
午
諸
所
稲
荷
祭
。
八
日
事
始
屋
敷
町
方
在
と
も
に
ざ
る
目
籠
を
竿
の
先
に
付
て

家
殊
に
高
く
出
す
、
十
五
日
涅
槃
會
諸
寺
ね
は
ん
の
繪
か
ゝ
る
、
彼
岸
中
諸
寺
回
向
だ
ん
ぎ
有
。 

三
月
二
月
末
よ
り
札
辻
に
雛
市
立 

雛
は
敏
達
天
皇
よ
り
始
、
三
日
上
巳
祝
蓬
餅
祝
、
五
日
屋
敷
男
女
出
替
、
十
八
日
石

原
觀
音
祭
。 

四
月
朔
日
更
衣
、
八
日
灌
佛
會
諸
寺
新
茶
夘
花
を
門
戸
に
さ
す 

此
事
推
古
天
皇
よ
り
始
。 

五
月
四
月
末
よ
り
札
辻
に
菖
蒲
刀
人
形
市
立
、
五
日
端
午
祝 
幟
甲
は
光
仁
天
皇
よ
り
始
柏
餅
は
神
代
よ
り
用
来
。 

六
月
朔
日
天
王
祭 

氷
川
社
地
袋
町
、
十
四
日
仙
波
浅
間
市 

夜
中
殊
に
賑
ふ
、
廿
四
日
愛
宕
祭
。 

七
月
朔
日
よ
り
盆
後
迄
町
方
の
少
女
五
人
十
人
打
つ
れ
は
り
太
鼓
を
持
て
歌
う
た
ひ
あ
り
く
是
を
盆
踊
と
云 

七
日 

七
夕
祭 

本
朝
に
て
は
孝
謙
天
皇
よ
り
此
祭
始
、
十
日
石
原
觀
音
祭 

夜
中
殊
に
賑
ふ
、
十
三
日
の
夜
よ
り
十
五
日
ま
で
家
殊 

に
燈
籠
灯
新
生
靈
有
者
は
七
月
中
三
と
せ
が
間
是
を
灯
、
十
五
日
中
元
此
日
は
寺
々
施
餓
鬼
有 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
六
日
焔
魔
祭 

 
 

正
月
と
同
じ
、 

八
月
朔
日
八
朔
祝 

 
 
 
 
 
 
 

十
五
日
名
月
此
日
組
町
八
幡
祭
、
彼
岸
中
春
の
如
し
。 

九
月
九
日
重
陽
祝
、
十
三
日
後
の
月
、
十
五
日
氷
川
祭 

隔
年
。 

十
月
上
亥
の
日
玄
猪
祝
、
十
三
日
御
影
講
日
蓮
宗
、
廿
日
惠
比
寿
講 

正
月
の
如
し
。 

十
一
月
八
日
吹
革
祭 

鍛
冶
鑄
物
師
祝
、
十
五
日
髪
置
三
歳
の
小
児
祝
、
廿
二
日
よ
り
廿
八
日
ま
で
一
向
宗
勤
行
。 

十
二
月
八
日
事
納 

二
月
と
同
じ
、 

十
三
日
大
方
此
日
煤
掃
、
廿
日
前
後
處
々
餅
搗
、
廿
四
日
松
江
市
晦
日
夜
札
辻
市

立
。 

 
 

来
歴 

本
町
、
長
百
九
間
、
當
地
最
初
よ
り
人
里
に
し
て
昔
は
本
宿
と
い
ひ
し
が
繁
花
に
し
た
が
ひ
い
つ
と
な
く
本
町
と
唱
来

れ
り
。 

高
澤
町
、
長
百
十
間
四
尺
、
竹
澤
九
郎
と
云
者
起
立
の
町
な
れ
は
し
か
云
、
い
つ
と
な
く
今
は
高
澤
町
と
書
来
れ
り
。
竹

澤
右
京
亮
な
ど
の
類
葉
の
人
が
近
頃
ま
で
竹
澤
氏
の
末
裔
當
町
に
住
し
が
今
以
あ
り
や
。 

                                        

          

 
2 

『
埼
玉
叢
書 

巻
二
』に
は
「悅
（祝
カ
）」と
い
う
表
記
が
あ
る
が
、
今
回
は
「祝
」に
統
一
。 

本
朝
生
靈
祭
は
聖
武
天
皇
よ
り
始
、 

中
元
は
燈
籠
灯
事
後
堀
河
院
よ
り
始 

た
の
む
の
祝
は
後 

深
草
院
よ
り
始 

月
並
な
れ
ど
も 

わ
け
て
多
し 
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北
町
、
長
百
六
十
六
間
、
大
昔
は
東
明
寺
町
と
云
、
御
朱
印
地
の
頃
門
前
町
の
由
か
の
寺
衰
微
以
来
北
町
と
呼
な
ら
は

せ
り
。 

南
町
、
長
百
六
十
八
間
五
尺
、
本
名
灰
市
場
と
云
、
昔
は
外
に
市
と
云
事
な
く
當
町
に
一
ヶ
月
六
斎
の
灰
の
市
立
し
由
世

俗
に
灰
道
場
と
云
誤
り
し
な
り
、
札
の
辻
南
北
な
れ
ば
と
て
中
古
よ
り
北
町
南
町
と
云
。 

江
戸
町
、
長
百
六
十
六
間
、
昔
は
江
戸
海
道
と
い
ひ
し
が
城
下
繁
花
に
隨
ひ
い
つ
と
な
く
今
江
戸
町
と
呼
直
し
た
り
。 

多
賀
町 

長
九
十
八
間
、
本
字
篾
町
也
、
元
来
桶
屋
取
立
の
町
な
れ
ば
か
く
名
付
た
り
、
中
古
多
賀
町
と
書
替
た
り
依
て

一
丁
諸
役
ゆ
る
さ
れ
年
々
篾
の
運
上
斗
を
差
出
す
。
當
時
外
の
商
人
も
住
と
も
桶
屋
商
賣
の
者
多
し
。 

鍛
冶
町 

長
壹
丁
三
間
四
尺
、
往
古
両
側
家
數
十
二
軒
皆
鍛
冶
也
、
鴫
善
太
、
鴫
宗
右
衛
門
、
平
井
治
兵
衛
、
加
藤
甚
兵

衛
な
ど
ゝ
云
鍛
冶
、
祭
刀
或
槍
矢
根
等
相
鍛
へ
余
八
軒
は
相
し
れ
ず
、
其
昔
城
主
大
道
寺
氏
の
時
代
よ
り
鍛
冶
役
錢

と
て
上
納
し
其
外
諸
役
許
さ
れ
今
以
て
昔
の
通
り
也
、
近
代
十
二
軒
の
家
主
皆
沒
て
加
藤
甚
兵
衛
一
人
の
み
殘
れ

り
、
城
下
近
邊
の
鍛
冶
甚
兵
衛
を
師
と
す
當
時
甚
兵
衛
は
鍛
冶
は
相
止
商
人
也
。 

鴫
町 

長
二
百
七
十
間
、
往
古
は
此
所
大
な
る
馬
場
也
、
其
後
鴫
善
太
と
云
鍛
冶
居
住
し
て
一
丁
を
取
立
依
て
鴫
町
と

呼
な
ら
は
せ
り
。 

上
松
郷
町 

長
百
十
八
間
三
尺
、
往
古
此
邊
仙
波
あ
た
り
迄
は
漫
々
た
る
泥
海
な
り
、
委
く
星
野
山
縁
起
に
有
。
或
時
里

人
網
を
引
大
き
成
松
江
の
ご
と
き
鱸
を
引
上
げ
た
り
、
依
て
松
江
と
い
ひ
な
ら
は
せ
り
、
今
上
下
二
つ
に
別
れ
此
所

甚
古
き
所
な
り
、
元
祿
の
比
美
濃
守
殿
時
代
市
の
義
を
ね
が
ひ
五
月
四
日
、
十
二
月
廿
四
日
両
度
の
市
ゆ
る
さ
れ
今

程
は
松
郷
市
と
て
繁
花
せ
り
。 

下
町 

長
六
十
間
三
尺
、
古
此
所
東
明
寺
の
構
の
内
な
り
其
後
町
と
な
り
城
下
町
並
よ
り
一
段
低
が
故
下
町
と
呼
び
来

れ
り
、
横
町
に
少
し
の
町
屋
有
、
元
片
側
な
り
し
が
享
保
回
祿
の
後
両
側
と
な
れ
り
。 

改 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
手
先
の
惣
名
也
。
其
昔
評
定
所
と
云
ふ
事
も
な
く
大
科
小
過
の

輩
此
所
に
て
糺
明
あ
り
し
故
俗
に
か
く
い
ふ
。
今
此
邊
に
會
所
を
建
て
賞
罰
嚴
重
に
人
の
堪
否
を
し
り
理
非
分
明
に

し
て
物
の
奸
直
を
糺
し
公
事
沙
汰
の
裁
許
あ
る
も
偏
い
に
し
へ
の
遺
風
也
。
ひ
と
ゝ
せ
美
濃
守
殿
威
光
厚
く
今
二
三

年
も
當
城
領
主
な
ら
ば
町
分
の
寺
方
不
殘
田
島
新
田
へ
移
さ
れ
、
又
此
所
本
町
角
よ
り
北
會
所
江
戸
町
大
部
屋
の
角

迄
両
所
共
に
家
居
破
壊
し
て
廣
小
路
と
な
し
大
腰
掛
等
建
て
ら
れ
べ
き
に
極
り
し
に
寶
永
二
所
替
に
付
此
事
や
み
し

と
や
。 

南
久
保
丁 

長
百
三
十
一
間
、
両
側
侍
屋
敷
九
軒
。 

北
久
保
丁 

長
百
三
十
九
間
三
尺
五
寸
、
両
側
侍
屋
敷
十
軒
。 

竪
久
保
丁 

長
百
廿
三
間
、
両
側
侍
屋
敷
七
軒
。 

西
大
手
先
本
町
角
よ
り
宮
の
下
角
ま
で
百
五

十
二
間
両
側
侍
屋
敷
九
軒 

侍
屋
敷
住
地
の
家
名
は 

時
と
し
て
偏
す
る
に
よ
り 

巨
細
を
不
記
坪
數
の
間
他
も

略
之
、
余
丁
准
之 
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淸
水
丁
、
長
百
十
一
間
三
尺
、
両
側
侍
屋
敷
十
軒
、
慶
長
の
頃
大
樹
家
康
公
御
鷹
野
の
折
か
ら
此
所
の
淸
泉
召
上
ら
れ

御
賞
味
有
し
故
い
つ
と
な
く
淸
水
丁
と
よ
び
な
ら
は
せ
り
。 

宮
ノ
下
、
長
百
五
十
四
間
、
両
側
侍
屋
敷
廿
軒
、
本
名
代
官
町
と
云
、
昔
は
東
木
戸
よ
り
外
氷
川
前
通
の
道
を
宮
ノ
下
と

云
ひ
し
が
何
時
と
な
く
改
よ
り
北
代
官
町
家
中
屋
敷
ま
で
の
惣
名
也
、
伊
豆
守
殿
代
官
十
六
人
此
所
に
て
屋
敷
給
は

り
住
居
せ
し
故
か
く
名
付
た
り
。 

裏
宿
、
長
百
四
十
五
間
、
両
側
侍
屋
敷
六
軒
、
本
町
を
本
宿
と
云
し
に
對
し
て
の
名
也
、
昔
は
此
邊
も
東
明
寺
境
内
な

り
。 

大
久
保
丁
、
長
二
百
廿
八
間
三
尺
、
両
側
侍
屋
敷
廿
一
軒
、
世
俗
に
立
新
田
町
と
云
地
面
脇
田
分
、
昔
は
此
邊
都
て
武
藏

野
也
、
今
は
南
二
里
程
先
に
武
藏
野
と
い
ふ
廣
原
あ
り
、
元
来
當
所
南
北
地
高
に
し
て
丁
半
に
至
り
七
八
尺
斗
凹
な

り
依
て
し
か
い
ふ
。 

同
新
道
、
元
は
七
百
坪
余
の
屋
敷
也
、
享
保
三
戌
十
二
月
九
日
回
祿
後
同
四
年
其
屋
敷
眞
中
に
新
道
を
付
両
側
屋
敷

二
軒 

一
屋
敷
三
百
六
十
八
坪
其
後
屋
敷
出
来
今
は
古
の
道
如
し
。 

新
田
町
、
長
九
十
九
間
、
両
側
侍
屋
敷
八
軒
、
大
久
保
丁
横
手
の
屋
敷
町
。 

瀬
尾
丁
、
長
八
十
七
間
、
両
側
侍
屋
敷
十
一
軒
、
古
代
大
屋
敷
に
て
瀨
農
下
總
守
と
云
者
川
越
城
代
と
し
て
此
所
に
有

り
し
由
伊
豆
守
殿
時
代
岸
傳
左
衛
門
と
云
者
住
居
の
由
。 

大
工
丁
、
長
二
百
十
間
三
尺
、
両
側
侍
屋
敷
十
一
軒
、
鴫
町
入
口
の
方
に
小
々
町
屋
あ
り
、
此
所
松
郷
分
也
、
元
来
大
工

取
立
の
丁
な
れ
ば
か
く
名
付
た
り
、
家
中
と
町
屋
の
堺
両
側
杉
林
あ
り
元
侍
屋
敷
二
軒
の
跡
也
。 

中
原
町
、
長
（下
欠
）
、
古
来
侍
屋
敷
す
く
な
く
誠
に
中
原
也
。
當
御
代
に
至
り
段
々
屋
敷
建
今
両
側
全
成
就
せ
り
。 

仙
波
口
、
牛
小
橋
よ
り
木
戸
迄
三
十
三
間
、
侍
屋
敷
両
側
二
軒
、
家
中
町
入
口
な
れ
ば
外
曲
輪
の
意
味
を
含
木
戸
の
内
に

三
百
坪
の
馬
た
ま
り
を
構
へ
、
木
戸
向
屋
敷
伊
豆
守
殿
家
来
尼
子
八
郎
兵
衛
居
之
、
今
太
田
氏
屋
敷 

長
屋
の
角
に
番
所

を
用
た
り
。
壱
軒
は
享
保
の
頃
新
規
に
出
来 

今
田
谷
氏
居
住
也
。 

坂
上
、
北
町
の
角
よ
り
牢
獄
角
ま
で
四
十
四
間
四
尺
、
牢
よ
り
坂
ま
で
八
十
四
間
。 

坂
下
、
長
八
十
三
間
、
此
所
古
来
よ
り
侍
屋
敷
也
、
享
保
十
四
酉
回
祿
後
新
規
に
屋
敷
割
有
行
止
の
所
両
側
屋
敷
四
軒

立
。 

藏
丁
、
長
百
廿
七
間
、
両
側
侍
屋
敷
合
九
軒
、
昔
此
處
城
米
藏
あ
り
新
曲
輪
御
出
来
其
所
へ
引
け
た
り
。 

（
細
字
の
書
き
込
み
あ
り
。
省
略
） 

五
反
畠
、
此
所
伊
豆
守
殿
時
代
遊
佐
善
左
衛
門
下
屋
敷
也
地
面
五
反
あ
り
。 

六
反
畠
、
長
百
十
七
間
、
南
方
道
百
廿
七
間
、
此
所
北
側
町
屋
は
不
殘
妙
養
寺
の
門
前
也
、
元
南
方
は
松
郷
分
の
畠
な
り
、



7 

 

享
保
の
頃
新
に
屋
敷
建
南
片
側
に
九
軒
有
五
反
畠
に
對
し
て
六
反
畠
と
い
ふ
。 

御
廐
下
、
御
廐
下
御
鷹
屋
入
口
道
六
十
間
、
侍
屋
敷
四
軒
片
側
也
、
昔
は
川
端
通
り
今
伴
氏
屋
敷
脇
を
堺
町
へ
の
近
道
あ
り

し
由
。 

古
長
屋 

中
原
町
、
五
十
間
長
屋
と
云
、
正
德
の
頃
三
間
屋
敷
跡
へ
南
北
五
十
間
の
長
屋
建
る
、
享
保
三
類
燒
に
て
又
南

の
方
に
東
西
四
十
九
間
に
建
る
。 

新
長
屋
同
、
元
此
所
北
片
側
に
足
輕
屋
敷
五
軒
あ
り
、
今
は
七
軒
其
後
三
十
間
の
長
屋
二
つ
東
西
に
な
ら
び
建
り
。 

六
軒
屋
、
古
長
屋
西
手
裏
通
り
此
所
も
始
は
小
屋
敷
六
軒
也
今
は
九
軒
あ
り
。 

三
軒
屋
、
西
町
の
裏
手
、
享
保
の
頃
小
屋
敷
三
軒
也
今
は
四
軒
あ
り
。 

西
町
、
長
二
百
三
十
八
間
、
両
側
組
屋
敷
四
十
軒
、
此
所
美
濃
守
殿
時
代
出
来
通
町
の
西
な
る
故
に
か
く
云
。 

組
町
、
世
俗
通
り
町
と
云
長
七
丁
四
十
五
間
、
下
松
郷
木
戸
際
よ
り
仙
波
新
田
堺
ま
で 

両
側
皆
組
屋
敷
左
右
合
て
屋
敷
數
百
十
軒
一
屋
敷
坪
數
八
畝
宛
但
し
廿
軒
置
に
九
畝
余
の
屋
敷
一
つ
宛
あ
り
、
是
は

伊
豆
守
殿
時
代
足
輕
一
組
廿
人
に
て
一
組
切
に
屋
敷
給
は
り
、
夫
に
小
頭
一
人
宛
差
置
れ
其
小
頭
の
屋
敷
の
地
割
な

り
、
昔
は
一
番
丁
突
當
よ
り
松
郷
木
戸
際
ま
で
東
側
仙
波
分
に
て
西
側
斗
組
屋
敷
也
、
其
代
地
大
仙
波
村
に
て
出
是

を
引
替
今
全
く
両
側
組
屋
敷
と
な
る
、
尤
此
通
り
今
以
大
仙
波
脇
田
松
郷
分
入
込
し
所
な
り
。 

一
番
丁
、
長
百
四
十
二
間
、
両
側
組
屋
敷
廿
七
軒
。 

二
番
丁
、
長
百
七
十
一
間
、
両
側
組
屋
敷
廿
九
軒
。 

三
番
丁
、
長
百
九
十
間
、
両
側
組
屋
敷
四
十
軒
。 

一
番
丁
は
古
代
よ
り
あ
り
、
二
番
町
三
番
町
は
元
圃
畑
な
り
、 

伊
豆
守
殿
新
に
此
所
へ
足
輕
町
を
建
ら
れ
ん
由
に
て
間
地
地
割
等
も
大
方
な
ら
ず
相
濟
ぬ
、
然
所
所
替
に
付
其
事
止

ぬ
美
濃
守
殿
領
地
と
な
り
て
又
右
の
地
割
を
以
て
取
立
今
全
く
成
就
せ
り
。 

同
心
町
、  

 
 
 
 
 
 

伊
豆
守
殿
時
代
十
人
の
町
同
心
に
給
は
り
片
側
五
軒
宛
一
屋
敷
間
口
十
間
宛
伊
豆
守

殿
よ
り
代
々
當
地
に
差
置
か
れ
た
り
、
近
頃
迄
両
側
表
通
り
皆
竹
籔
に
て
今
組
屋
敷
の
構
の
如
く
な
り
。
元
祿
の
頃

殘
ら
ず
表
通
り
貸
屋
に
せ
り
、
此
所
多
賀
町
支
配
分
也
、
元
西
側
の
末
よ
り
法
善
寺
へ
の
道
あ
り
今
は
な
し
。 

大
部
屋
、
江
戸
町
、
中
程
東
側
に
あ
り
、
入
口
左
右
に
小
屋
敷
二
軒
是
仲
間
頭
の
宅
也
、
其
内
に
長
屋
五
つ
建
仲
間
雜
人
の

部
屋
也
、
伊
豆
守
殿
頃
よ
り
出
来
た
り
。
昔
は
大
部
屋
入
口
脇
よ
り
南
の
方
町
屋
の
裏
通
り
北
久
保
町
木
戸
際
迄
の

道
あ
り
中
古
ふ
さ
か
れ
た
り
。 

仲
間
小
屋
、
坂
下
、
外
長
屋
構
に
し
て
内
に
仲
間
頭
の
宅
有
是
坂
下
の
大
部
屋
と
い
ふ
。 

廣
小
路
、
宮
ノ
下
、
享
保
の
頃
ま
で
侍
屋
敷
有
し
が
酉
二
月
十
八
日
回
祿
以
後
下
町
よ
り
の
見
付
に
廣
小
路
を
構
へ
喰

長
百
三
十
五
間
三
尺
、 

多
賀
町
横
町 
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違
ひ
の
土
手
を
築
其
節
新
坂
も
出
来
た
り
。 

杉
原
町
、
寺
門
前
郷
分
入
込
の
所
、
此
所
東
側
は
行
傳
寺
分
西
は
榮
林
寺
大
門
よ
り
北
榮
林
寺
分
大
門
よ
り
南
は
鴫
町

分
。 

堺
町
、
本
名
餌
差
町
、
御
鷹
部
屋
脇
よ
り
妙
昌
寺
前
通
り
迄
の
惣
名
な
り
、
御
鳥
屋
あ
り
し
頃
御
餌
差
十
人
斗
も
住
せ

し
也
其
頃
よ
り
餌
差
町
と
云
、
東
は
松
郷
分
西
は
野
田
分
其
堺
に
道
有
故
か
く
い
ふ
。 

六
間
町
、
長
二
百
十
七
間
、
昔
は
喜
之
助
町
と
云
、
榎
本
勘
解
由
と
云
者
取
立
の
所
也
、
元
妙
養
寺
前
に
家
居
六
軒
あ
り

其
所
を
六
軒
町
と
云
い
つ
か
當
所
の
惣
名
と
な
れ
り
、
此
所
靑
梅
八
王
子
府
中
の
海
道
也
。 

鉦
打
町
、
長
百
廿
七
間
、
蓮
馨
寺
分
、
遊
行
派
の
道
心
誓
願
と
て
鉦
を
叩
説
經
を
語
る
者
あ
り
、
彼
等
が
草
分
け
の
地
な

れ
ば
か
く
云
、
今
に
二
三
人
居
住
當
所
も
新
曲
輪
の
代
地
に
て
年
貢
の
場
也
。 

猪
鼻
町
、
長
八
十
五
間
脇
田
分
、
今
名
主
猪
鼻
安
兵
衛
先
祖
草
分
の
地
也
。 

久
保
町
、
長
百
八
十
五
間
、
松
郷
分
に
て
地
低
の
所
な
り
跡
先
に
石
橋
あ
り
。
是
よ
り
仙
波
村
へ
掛
り
足
立
與
野
大
宮
岩

附
等
へ
の
海
道
也
。 

上
松
江
町
新
道
、
世
俗
鐵
砲
町
と
い
ふ
下
松
郷
分
、
元
此
所
御
茶
園
な
り
し
を
美
濃
守
殿
時
代
鐵
砲
師
國
友
佐
五
右
衛
門

に
給
は
る
、
抑
國
友
佐
五
右
衛
門
は
生
國
江
州
國
友
村
の
者
に
て
伊
豆
守
殿
被
レ

抱
上
松
郷
南
久
保
丁
入
口
南
角
に

て
屋
敷
給
は
る
、
則
北
通
り
表
に
長
屋
建
細
工
所
と
す
所
替
に
付
其
儘
差
置
か
れ
美
濃
守
殿
時
代
召
出
し
只
今
迄
の

居
宅
町
家
の
中
に
て
手
せ
ば
に
付
御
茶
園
の
場
所
給
は
る
、
程
な
く
所
替
に
付
佐
五
右
衛
門
は
甲
府
に
参
り
嫡
源
内

此
所
に
居
住
又
當
御
代
召
出
し
享
保
十
五
戌
年
此
入
口
を
用
ひ
猪
鼻
町
へ
の
直
路
付
居
宅
新
道
の
北
側
に
建
直
し

両
側
借
地
と
し
今
は
家
居
建
續
き
國
友
取
立
に
付
鐵
砲
丁
と
も
い
へ
り
。 

仙
波
新
田
、
長
百
八
十
間
、
江
戸
よ
り
入
口
、
百
姓
商
人
入
込
の
所
七
八
十
年
以
前
ま
で
は
居
屋
敷
面
々
の
家
作
竪
に
一

屋
數
宛
離
れ
て
外
と
は
生
垣
竹
籔
な
り
し
が
次
第
に
當
所
繁
花
に
隨
ひ
町
並
軒
を
な
ら
べ
年
々
營
み
の
便
り
と
な

れ
り
、
元
祿
の
頃
美
濃
守
殿
領
地
に
成
暫
の
間
旅
人
の
泊
宿
と
な
れ
り
當
御
代
に
至
り
又
昔
の
通
り
其
義
相
止
。 

下
松
郷 

長
二
百
六
間
、
大
方
な
ら
ず
商
人
な
れ
ど
も
郷
分
の
地
な
り
。 

藜
、
組
町
よ
り
仙
波
へ
の
脇
道
、
藜
次
左
衛
門
と
云
者
取
立
の
所
故
か
く
云
。 

石
原
宿
、
長(

下
欠)

、
此
所
古
代
は
石
河
原
成
し
を
い
つ
と
な
く
家
居
た
ち
こ
み
今
は
旅
人
の
泊
宿
と
な
れ
り
石
河
原

成
し
故
石
原
と
よ
び
来
れ
り
、
す
べ
て
高
澤
川
向
通
り
は
皆
石
原
也
袋
町
も
お
な
じ
。 

釋
教 

古
塚
稲
荷
、
裏
宿
、
村
岡
彌
五
兵
衛
屋
敷
内
に
有
、
餘
程
の
塚
有
其
上
に
稲
荷
の
社
有
古
代
進
喜
四
郎
殿
先
祖
此
所
に

居
住
有
し
時
ふ
し
ぎ
の
靈
驗
あ
り
と
か
や
川
越
七
社
の
内
の
よ
し
。 
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小
夜
塚
、
裏
宿
、
村
岡
金
藏
跡
屋
敷
内
に
有
、
新
田
義
貞
の
愛
妾
小
夜
姫
と
云
女
の
墓
印
な
り
、
塚
の
形
は
な
し
古
木

の
榎
あ
り
、
大
キ
三
抱
あ
ま
り
誠
に
牛
を
隱
す
べ
き
と
も
云
ひ
（
つ
）
べ
し
幹
七
八
尺
斗
に
て
數
十
枝
四
方
へ
別
れ
梢

は
地
に
付
上
に
て
廣
か
り
し
事
凡
三
百
坪
余
り
有
と
か
や
い
か
程
の
子
細
有
に
や
、
古
来
よ
り
い
ひ
伝
と
し
て
枝
を

伐
る
事
あ
ら
ね
ば
心
の
ま
ゝ
に
繁
り
梢
々
は
隣
家
の
屋
敷
へ
跨
か
り
道
を
覆
ふ
て
新
樹
の
頃
は
猶
雲
を
と
ぢ
風
の
音

す
さ
ま
じ
く
類
ひ
な
き
古
木
也
此
株
の
下
に
稲
荷
の
社
あ
り
是
も
七
社
の
内
の
よ
し
。 

榎
本
稲
荷
、
本
町
、
南
側
裏
宿
よ
り
突
當
に
有
、
此
地
は
榎
本
彌
惣
左
衛
門
家
屋
敷
内
也
、
是
七
社
の
内
の
よ
し
此
所

よ
り
多
賀
町
へ
の
近
道
有
し
と
云
。 

烏
山
稲
荷
、
新
門
前
、
社
地
は
鴫
町
分
別
當
は
行
傳
寺
、
鎮
座
年
歴
不
知
、
往
古
鴫
町
一
丁
の
產
神
に
し
て
四
月
朔
日
は
湯

立
な
ど
あ
り
、
六
七
十
年
以
来
當
所
一
統
に
氷
川
の
氏
子
と
な
れ
り
、
當
社
は
行
傳
寺
持
分
な
り
、
今
に
鴫
町
ふ
る
き

も
の
は
四
月
朔
日
神
酒
備
て
其
遺
風
今
に
有
是
も
七
社
の
内
の
よ
し
。 

本
阿
彌
稲
荷
、
鉦
打
町
、
中
程
の
裏
に
あ
り
、
當
所
草
分
の
鉦
打
本
阿
彌
と
云
者
取
立
の
稲
荷
故
か
く
名
付
た
り
。 

東
明
寺
稲
荷
、
東
明
寺
境
内
に
有
、
是
も
七
社
の
一
に
し
て
靈
驗
あ
ら
た
な
る
よ
し
。 

芝
野
稲
荷
、
高
澤
町
末
的
場
、
是
も
七
社
の
内
に
し
て
元
觀
音
寺
持
分
也
、
中
頃
高
澤
町
に
屬
又
近
年
觀
音
寺
し
は
い

也
。 

窪
稲
荷
、
窪
、
此
社
も
靈
驗
あ
ら
た
な
る
由
ひ
と
ゝ
せ
宝
永
の
頃
雜
魚
賣
長
兵
衛
と
い
ふ
者
此
邊
に
住
乏
し
き
商
ひ
せ

し
が
や
ふ
〳
〵
朝
夕
を
送
り
常
に
大
酒
無
法
の
者
な
れ
ど
も
朝
暮
此
稲
荷
を
信
仰
し
賣
出
初
尾
の
小
魚
二
つ
三
つ
備

年
久
敷
懈
怠
な
か
り
け
り
、
或
時
あ
き
な
い
の
道
に
て
足
立
桶
川
の
邊
へ
行
き
其
夜
は
そ
こ
に
一
宿
し
明
け
な
は
と

く
歸
ら
む
と
思
ひ
け
る
に
曉
方
ふ
し
ぎ
の
靈
夢
を
請
た
り
、
朝
と
く
此
宿
を
出
放
れ
歸
る
事
宜
し
か
ら
ず
と
な
り
、
依

而
五
ツ
頃
に
支
度
し
心
靜
に
歸
り
け
る
に
不
思
議
や
此
所
を
十
丁
余
過
て
年
の
頃
十
七
八
斗
の
女
性
狼
の
業
と
見
へ

今
喰
殺
し
た
る
有
様
目
も
あ
て
ら
れ
ぬ
風
情
也
、
漸
片
息
に
て
此
所
を
過
か
ら
き
命
を
拾
ひ
け
る
、
是
偏
に
當
社
の

擁
護
な
り
と
傳
へ
た
り
、
疑
敷
俗
せ
つ
な
れ
共
記
し
お
く
。 

末
枯
松
の
稲
荷 

城
内
、
太
陽
寺
氏
屋
敷
内
に
有
、
抑
此
屋
敷
は
伊
豆
守
殿
家
老
松
井
五
郎
右
衛
門
居
屋
敷
也
、
或
時

松
井
氏
の
小
者
白
狐
の
晝
寢
せ
し
所
へ
い
た
づ
ら
に
礫
を
打
し
遺
恨
に
よ
り
松
井
家
三
度
の
火
災
に
あ
へ
り
程
へ
て

京
都
吉
田
家
よ
り
此
事
つ
け
来
る
に
依
て
社
鳥
居
ま
で
新
に
造
營
有
り
末
枯
松
の
稲
荷
と
云
を
此
時
迄
知
る
人
な
し
、

是
も
川
越
七
社
の
内
の
よ
し
。
右
度
々
の
火
災
と
い
ひ
本
意
な
く
思
ひ
西
町
の
裏
に
居
宅
を
し
つ
ら
ひ
此
所
は
か
よ

ひ
家
敷
と
せ
り
居
屋
敷
の
事
は
末
に
委
し
く
し
て
爰
に
略
す
。 

民
部
稲
荷
、
組
町
梵
心
山
と
云
、
往
古
民
部
と
い
へ
る
狐
此
所
に
住
む
と
い
へ
り
、
宝
永
の
頃
迄
民
部
と
い
へ
る
額
鳥
居

に
か
ゝ
り
し
と
云
其
後
額
も
な
く
今
は
知
る
人
も
な
し
、
又
梵
心
と
い
へ
る
道
心
者
住
し
故
梵
心
山
と
も
云
へ
り
。
其
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後
も
此
森
の
内
に
道
心
庵
あ
り
し
に
元
祿
の
頃
惡
盗
の
爲
に
殺
さ
れ
、
そ
れ
よ
り
後
住
の
道
心
も
な
く
草
庵
も
破
壊

し
て
今
以
な
し
、
或
人
の
物
語
に
云
寛
永
の
頃
多
摩
郡
八
王
子
の
近
在
に
有
寺 

寺
号
不
知 

の
新
發
意
夜
殊
に
何
地

と
も
な
く
遊
ひ
出
け
り
、
住
持
不
審
に
思
ひ
汝
は
毎
夜
何
方
へ
行
く
と
問
小
僧
答
へ
て
私
儀
は
民
部
様
へ
参
る
と
云

ふ
住
持
い
よ
〳
〵
不
審
に
思
ひ
其
民
部
と
は
誰
人
の
事
ぞ
や
、
さ
れ
ば
是
よ
り
西
七
八
丁
を
過
ぎ
小
高
き
一
構
に
高

塀
白
壁
作
り
の
長
屋
門
あ
り
内
は
花
や
か
に
玄
關
書
院
其
外
名
も
し
れ
ぬ
座
敷
數
を
知
ら
ず
い
み
じ
き
御
浪
人
也
、

毎
夜
我
ら
を
御
咄
相
手
に
召
呼
れ
種
々
の
御
馳
走
に
預
り
又
今
晩
も
参
る
御
約
束
い
た
し
た
り
お
ま
へ
に
も
あ
の
殿

作
り
お
目
に
か
け
た
き
と
委
敷
物
語
し
ぬ
、
住
持
聞
て
是
よ
り
西
半
里
一
里
が
間
に
人
里
も
な
く
木
立
た
ち
續
き
た

る
山
中
也
、
猶
心
得
難
く
其
民
部
殿
に
自
分
も
知
る
人
に
成
申
す
べ
し
今
宵
参
り
な
ば
約
束
致
し
明
日
寺
へ
も
参
ら

れ
候
様
に
申
べ
し
と
い
ひ
含
め
其
夜
も
小
僧
は
例
の
如
く
暮
時
よ
り
い
づ
く
と
も
な
く
出
け
り
、
夜
更
け
て
歸
り
民

部
様
へ
御
咄
申
た
り
、
殊
の
外
御
悦
に
て
明
日
御
出
の
筈
申
け
り
、
明
れ
ば
掃
除
な
ど
し
て
料
理
等
も
支
度
し
今
や
お

そ
し
と
待
所
に
程
な
く
大
門
よ
り
黒
羽
織
着
た
る
若
黨
一
人
駈
け
来
り
只
今
民
部
参
上
の
段
申
入
る
と
早
々
小
僧

を
迎
ひ
に
出
さ
れ
、
其
體
を
見
る
に
物
々
敷
其
身
は
駕
に
乗
り
若
黨
四
人
草
履
取
道
具
挾
箱
十
二
三
人
の
供
廻
り
門

外
に
て
駕
よ
り
下
り
座
敷
に
通
れ
ば
住
待
も
出
向
ひ
挨
拶
會
釋
等
終
り
多
葉
粉
盆
茶
抔
出
し
毎
夜
小
僧
参
り
御
馳

走
に
預
り
過
分
の
段
一
禮
を
謝
し
、
聞
及
ひ
た
る
よ
り
其
體
歴
々
の
様
に
見
へ
け
れ
共
ど
こ
や
ら
不
骨
に
て
言
語
詳

な
ら
ず
何
氣
の
つ
ま
る
仁
に
も
あ
ら
ね
ば
閑
に
心
打
と
け
語
り
合
品
々
馳
走
晩
景
に
及
べ
ば
民
部
一
入
興
に
乗
じ
て

角
力
自
慢
を
ぞ
し
た
り
、
住
持
答
へ
て
仰
の
如
く
角
力
は
勇
し
き
も
の
也
、
拙
僧
も
若
き
時
は
好
出
家
の
い
ら
ざ
る
事

な
が
ら
家
来
共
に
も
角
力
斗
は
ゆ
る
し
幸
召
連
の
内
少
々
角
力
心
覺
の
者
も
有
し
と
て
骨
ぶ
と
な
る
弟
子
坊
主
交
り

く
つ
き
や
う
の
男
四
五
人
御
相
手
に
も
と
い
だ
し
け
り 

民
部
あ
ざ
笑
ひ
我
ら
も
一
二
番
御
慰
に
と
て
用
意
し
て
既

に
角
力
は
じ
ま
り
ぬ
、
こ
こ
は
の
若
法
師
男
共
中
々
手
に
合
者
な
く
皆
さ
ん
〳
〵
に
投
げ
ら
れ
漸
角
力
八
九
番
に
て

今
は
相
手
も
な
く
各
早
々
仕
廻
へ
ば
民
部
ま
す
〱
機
嫌
よ
く
其
外
力
持
の
は
な
し
ゝ
て
暮
に
も
及
べ
ば
最
早
御
暇
申

す
べ
し
、
今
日
は
不
存
寄
始
而
召
寄
ら
れ
長
座
其
上
御
馳
走
忝
の
旨
厚
く
一
禮
を
述
べ
て
歸
り
ぬ
。
扨
翌
日
其
角
力

の
跡
を
見
れ
ば
不
思
議
や
薄
赤
毛
悉
く
こ
ぼ
れ
ち
り
て
あ
り
、
何
も
興
を
さ
ま
し
定
て
狐
狸
の
所
意
な
ら
ん
と
ぞ
言

ひ
け
る
。
さ
れ
ど
も
住
持
何
事
な
く
今
晩
は
使
僧
な
が
ら
小
僧
参
る
べ
し
と
て
い
つ
も
の
頃
又
小
僧
を
遣
し
け
れ
ば

民
部
も
昨
日
の
禮
な
と
云
て
四
方
山
の
咄
常
の
如
く
し
て
民
部
申
や
う
我
等
儀
も
今
迄
は
何
角
と
心
安
致
大
慶
申
也 

ち
と
様
子
有
に
よ
り
明
日
は
外
へ
所
替
致
す
也
、
今
宵
は
最
早
名
殘
也
と
い
ひ
て
涙
を
流
し
け
れ
ば
小
僧
も
共
に
涙

に
呉
れ
そ
れ
は
如
何
な
る
仔
細
に
て
い
づ
方
へ
御
越
な
さ
る
ゝ
と
い
へ
ば
、
其
事
よ
今
日
ま
で
は
つ
ゝ
み
ぬ
れ
共
早
隠

す
べ
き
や
う
な
し
、
吾
は
元
来
人
間
に
あ
ら
ず
狐
な
り
昨
日
の
如
く
御
寺
へ
参
り
人
界
の
交
り
致
し
候
へ
ば
吾
栖
人

に
知
ら
れ
此
所
に
も
居
り
が
た
し
、
是
よ
り
十
里
艮
入
間
郡
川
越
梵
心
山
と
申
所
へ
参
る
と
云
、
漸
夜
も
か
た
む
け
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ば
小
僧
は
な
く
〳
〵
暇
乞
し
て
別
れ
ぬ
、
い
ぶ
か
し
き
事
な
れ
共
人
々
存
た
る
事
故
此
所
に
記
し
お
く
。 

浮
島
稲
荷
、
浮
島
の
内
、
往
古
仙
波
星
野
山
の
内
に
有
し
を
慈
覺
大
師
開
山
の
時
此
所
に
移
さ
れ
た
り
と
云
ふ 

別
當
尊
壽
院 
上
松
江
町
住
當
山
派
鳳
客
寺
下
。 

神
明
宮
、
下
町
橋
向
、
来
歴
不
知
別
當
良
學
院 

當
山
派
。 

八
幡
宮
、
組
町
中
程
、
来
歴
不
知
別
當
萬
藏
寺 

天
台
高
松
院
末
。 

氷
川
明
神
、   

    
  

   
 
 

境
内
除
地
二
段
七
畝
十
八
歩
、
本
殿
、
拜
殿
、
寶
藏
、
神
樂
堂
、
石
水
鉢
、

石
燈
籠
、
石
駒
犬
、
石
鳥
居
、
神
輿
両
基 
伊
豆
守
信
綱
寄
進
、 

社
領
十
五
石
余 

寺
井
伊
佐
沼
杉
下
ノ
邊
ニ
有 

文
祿
四
乙
未
年
二
月
廿
七
日
城
主
酒
井
與
七
郎
忠
利
寄
進
そ
れ
よ
り
城
主
代
々
其
通
り
寄
進
也
、 

天
王
宮
稲
荷
社
人
丸
宮 

神
主
山
田
近
江
守 

 
 

境
内
坪
数 

抑
氷
川
明
神
は
足
立
一
宮
の
末
社
に
し
て
人
皇
三
十
代
欽
明
天
皇
の
御
宇
此
所
に
草
創
有
當
所
の
鎭
守
古
代
は
わ

づ
か
の
社
成
し
が
老
杉
古
松
枝
を
ま
じ
へ
今
は
神
威
す
ゝ
敷
宮
社
也
、
毎
年
九
月
十
五
日
祭
禮
神
事
神
輿
も
渡
御
有

氏
子
屋
躰
等
を
し
つ
ら
ひ
時
の
踊
を
催
し
領
主
入
國
の
時
は
是
を
遠
覧
あ
り
。
其
日
は
近
郷
の
里
民
も
群
集
し
て
是

を
見
物
す
、
此
時
の
賑
ひ
都
に
增
れ
り
。 

足
立
郡
大
宮
驛
一
宮
氷
川
明
神
は
人
皇
十
一
代
垂
仁
天
皇
御
宇
此
所
に
鎭
座
、
大
門
十
八
丁
左
右
の
並
木
松
柏

眇
々
た
り
、
本
殿
は
四
所
所
謂
男
躰
女
躰
火
の
王
子
宮
立
は
八
重
立
出
雲
を
遷
せ
り
。 

武
藏
風
土
記
に
云
、
足
立
郡
氷
川
神
社
神
田
百
束
十
字
田
四
冊 

觀
松
彦
香 

稲
天
皇
御
宇
三
年
戊
辰
所
祭
、
素
盞
嗚

尊
、
大
巳
貴
命
、
寄
稲
田
咩
三
座 

 
 

下
略 

 
 

觀
松
彦
ハ
孝
照
天
皇
御
事
。 

秋
葉
山
權
現
、
蓮
馨
寺
境
内
、
祭
禮
三
月
十
八
日
。 

熊
野
權
現
、
同
祭
禮
三
月
十
五
日
、
當
社
別
當
宝
壽
院
圓
知
院 

各
當
山
派
。 

秋
葉
權
現
、
榮
林
寺
境
内
。 

辨
天
社
、
觀
音
寺
妙
昌
寺
。 

番
神
宮
、
妙
養
寺
、
行
傳
寺
、
本
應
寺
、
妙
昌
寺
。 

十
王
堂
、
猪
鼻
町
、
蓮
馨
寺
持
。 

宮
ノ
下 

当
城
艮
方

鬼
門
の
守
護 

元
祖
山
田
伊
織
よ
り 

代
六
世 


